
死
蟬
を
と
き
を
り
落
し
蟬
し
ぐ
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子 

　
平
成
九
年
、
鷹
十
月
号
に
発
表
の
一
句
で
あ
る
。 

　
こ
の
号
の
編
集
室
、
湘
子
後
記
の
一
部
を
引
用
紹
介
す
る
。 

「
本
号
は
通
巻
四
百
号
で
あ
る
。
創
刊
以
来
三
十
三
年
四
ヶ
月
。

特
集
を
組
ん
で
自
祝
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
第
二
次
鷹
が
発
足
し

て
ま
だ
一
年
半
経
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
、
明
後
年
の
三
十
五
周
年

ま
で
待
ち
た
い
。
」 

　
俳
句
の
主
宰
誌
を
持
ち
、
投
句
や
依
頼
原
稿
を
集
め
、
選
句
、

選
評
、
編
集
、
校
正
、
印
刷
、
発
送
と
、
毎
月
休
ま
ず
遅
れ
ず
発

行
す
る
苦
労
は
い
か
ば
か
り
か
。
さ
れ
ど
、
雑
誌
の
通
巻
号
数
ま

で
気
に
留
め
る
の
は
、
主
宰
や
編
集
者
だ
け
か
も
知
れ
な
い
。 

　
「
死
蟬
を
」
の
一
句
に
は
、
亡
く
な
っ
た
仲
間
へ
の
哀
悼
と
残

さ
れ
た
自
分
た
ち
の
俳
句
精
神
の
堅
持
ま
で
感
じ
ら
れ
る
。 

１
９
９
７
年
（h9

作
）
第
十
句
集
『
神
楽
』
　
鑑
賞
・
轍 

郁
摩


